
私
は
以
前
、
本
欄
で

「
柳
原
白
蓮
と
飯
田
下

伊
那
」
と
題
し
て
白
蓮

来
郡
の
概
要
を
連
載
し

た
。
そ
の
翌
年
、
郷
土

誌
『
伊
那
』
に
「
伊
那

谷
の
柳
原
白
蓮
」（
通
巻

第
一
〇
四
四
号
・
伊
那

史
学
会
発
行
）
を
書

き
、
そ
の
詳
細
を
発
表

し
た
。

そ
れ
よ
り
先
、
平
成

二
十
六
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
花
子
と
ア
ン
」
で
、

こ
の
柳
原
白
蓮
（
ド
ラ

マ
で
は
仮
名
）
が
大
き

く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
お

茶
の
間
の
話
題
に
な
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
、
今
も
白
蓮
に
つ

い
て
語
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
だ
。

あ
き

こ

柳
原
白
蓮
（
�
子
・

一
八
八
五
〜
一
九
六

七
）
は
、
旧
伯
爵
柳
原

前
光
の
二
女
と
し
て
誕

生
し
た
。
父
方
の
叔
母

な
る

こ

柳
原
愛
子
（
柳
原
二
位

局
・
後
贈
従
一
位
）

が
、
大
正
天
皇
の
生
母

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特

に
世
の
注
目
を
浴
び

た
。
若
く
し
て
歌
道
を

学
び
、
竹
柏
園
門
下
の

才
媛
と
謳
わ
れ
た
女
流

歌
人
で
、
歌
集
に
『
踏

絵
』『
幻
の
華
』『
流

転
』
等
が
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
「
白
蓮
事
件
」
で

騒
が
れ
た
が
、
愛
を
貫

い
た
歌
人
で
あ
る
。

白
蓮
は
、
戦
争
で
た

っ
た
一
人
の
愛
息
（
香

織
）
を
失
っ
た
こ
と
か

ら
、
戦
争
の
無
益
と
世

界
平
和
を
訴
え
る
べ
く

「
国
際
悲
母
の
会
」
を

結
成
し
、
全
国
を
回
っ

て
講
演
活
動
を
続
け

た
。
女
史
が
来
郡
し
た

の
は
そ
の
た
め
で
あ

る
。白

蓮
が
飯
田
下
伊
那

を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和

二
十
八
年
七
月
初
旬
で

あ
る
。
白
蓮
六
十
七
才

の
夏
で
あ
っ
た
。

期
間
中
、
旧
子
爵
高

木
正
得
夫
人
で
、
三
笠

宮
百
合
子
妃
の
母
で
あ

る
邦
子
が
同
伴
し
た
。

邦
子
の
父
は
御
歌
所
長

や
東
宮
侍
従
長
を
務
め

た
入
江
為
守
で
、
母
は

白
蓮
の
異
母
姉
信
子
で

あ
る
。
従
っ
て
、
二
人

は
叔
母
と
姪
の
関
係
に

な
る
。

こ
れ
ら
二
人
を
飯
田

下
伊
那
に
招
い
た
の

は
、
塚
平
義
郎
で
あ

る
。
氏
は
終
戦
後
、
国

民
の
思
想
・
道
徳
が
荒

廃
し
た
こ
と
を
憂
い
、

何
か
文
化
的
な
活
動
を

し
よ
う
と
考
え
、
岐
阜

市
の
知
人
酒
井
正
夫
と

図
っ
て
白
蓮
を
下
伊
那

に
招
聘
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
事
前
に
関
係
者

と
綿
密
な
打
合
せ
を
行

い
、
周
到
な
計
画
を
練

っ
た
。

当
初
の
予
定
で
は
、

下
伊
那
南
部
の
村
を
済

ま
し
て
飯
田
や
天
龍
峡

に
向
か
う
予
定
で
あ
っ

た
が
、
不
都
合
の
地
区

が
出
て
、
結
局
、
一
日

南
宮
峡
（
旧
大
下
条
・

泰
阜
村
）、二
日
天
龍
峡

（
旧
川
路
・
三
穂
村
）、

三
日
旧
千
代
村
、
四
・

五
日
飯
田
市
、
六
日
旧

竜
丘
村
、
七
日
旧
龍
江

村
、
八
日
旧
平
岡
村
と

な
っ
た
。

こ
の
講
演
は
、
ど
の

地
域
も
直
接
に
は
公
民

館
と
婦
人
会
が
主
催

し
、
地
区
に
よ
っ
て
は

観
光
協
会
や
福
祉
事
務

所
が
後
援
し
た
。
さ
ら

に
地
方
紙
「
天
龍
文
化

新
聞
」（
清
水
源
一
社

長
）
も
後
援
し
た
。
ど

の
地
区
も
、
午
後
一
時

か
ら
五
時
頃
ま
で
行
わ

れ
、
座
談
会
や
席
上
揮

毫
も
あ
っ
て
な
か
な
か

盛
況
だ
っ
た
ら
し
い
。

各
会
場
で
は
、
記
念

の
写
真
撮
影
が
さ
れ
た

よ
う
で
、
今
ま
で
に
南

宮
峡
・
竜
丘
・
平
岡
の

写
真
を
入
手
し
て
い

る
。
今
回
、
天
竜
峡
の

も
の
が
発
見
さ
れ
た
の

で
、
こ
こ
に
掲
載
す

る
。思

う
に
、
こ
れ
は
同

年
七
月
二
日
か
三
日
の

写
真
で
あ
ろ
う
。
場
所

は
、
天
龍
峡
駅
近
く
の

姑
射
橋
の
袂
で
あ
る
。

中
央
に
は
同
二
十
六
年

十
一
月
に
指
定
さ
れ
た

「
天
龍
峡
県
立
公
園
」

の
標
示
板
も
見
え
る
。

前
列
中
央
が
白
蓮
と

邦
子
で
あ
り
、
そ
の
両

横
は
塚
平
（
直
立
）
と

酒
井
で
あ
る
。
後
ろ
に

は
、
今
村
良
夫
旧
川
路

村
公
民
館
長
（
写
真
提

供
者
）
や
今
村
三
郎
旧

三
穂
村
公
民
館
長
等
の

顔
も
見
え
る
。

今
後
、
そ
の
他
の
地

区
（
千
代
・
飯
田
・
龍

江
）
の
写
真
の
発
見
が

待
た
れ
る
。

（
故
人
敬
称
略
）
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柳原白蓮（前列中央）を迎えて
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